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災害時の通信経路確保として想定可能な
ローカル５Gサービスの紹介
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北海道総合通信網株式会社について

●北海道の通信キャリアとして、1989年4⽉設⽴。

資本⾦ 59億円
取締役社⻑ 古郡宏章
従業員数 260名 (2023年4⽉1⽇現在)
所在地 北海道札幌市中央区北1条東2丁⽬5番3
株主 北海道電⼒株式会社 100％
事業所 本社、旭川、帯広、函館
回線提供カバー率 市町村 100%

1989年 会社設⽴。以来、法⼈向けに専⽤線などネットワーク
サービスの提供を中⼼に事業を展開。

1998年 インターネット接続サービス「HOTCN」を提供開始。
業界初となるPHSとの組み合わせによるインターネット
接続サービス「HOTCN 32Kbps」も提供開始。

2001年 商⽤として国内初となる広域イーサネットサービス
「L2L」を提供開始。

2003年 サーバホスティングサービス「QuickSite」を提供開始。

2009年 ネットワークソリューションブランドとし「S.T.E.P」
を⽴ち上げ。

2009年 クラウドコンピューティングサービス「S.T.E.P SC2」
を提供開始。

2014年 運⽤⽀援を⾏う「S.T.E.P Total Support Service」
を提供開始。

2017年 札幌市内最⼤級規模の「S.T.E.P 札幌データセンター」
を開業。

主な沿⾰

HOTnet ネットワークセンター外観

会社概要
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ローカル５Gの主な特徴

1.免許制度のもと、自社専用で干渉や他の利用者影響がなく、
「高速大容量通信を安定的」に利用できる。

2.上り、下りの速度比率を変更できる。

3.SIM認証によるセキュリティ下で利用できる。
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ローカル５Gの主な特徴
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サービス概要

• ローカル５G通信サービスは、お客様が指定する場所にローカル５G基地局を設置し通信用
SIMカードをお渡しするサービスです。

• 月額料金でのご利用となります。
• ローカル５Gスタンドアローン方式となります。（SA方式）
• サービス設備はすべて北海道内の当社施設内に設置され、基地局からローカル５Gネット
ワークまで、すべて当社の閉域回線で構成されます。

• お客様の利用希望エリアをお聞きし、周波数および出力、基地局の配置設計、エリアシミュ
レーションを当社で実施し、北海道総通局への免許申請も当社で行います。

• 基地局設置に伴う工事も当社で実施いたします（工事費はお客様負担となります）
• サービス利用開始後の運用も24時間365日当社で行います。
• ローカル５G利用端末はお客様でご用意いただきます。
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サービスイメージ
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サービスイメージ
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利活⽤例
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利活⽤例
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利活⽤案（防災）

HOTnetは、道内148自治体様に
300Mb/s以上の帯域で通信回線をご利用頂いております。
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利活⽤案（防災）

NW
-148自治体-

⾃治体様役場

例えば、道内148自治体様役場の屋上に５G基地局を設置し、役場周辺を
ローカル５Gのエリア化する。という考え方も出来ると思います。

普段は、住
民サービス
として 災害時は、防

災拠点、避難
所の通信手段
として

普段は、生
活インフラ
の通信網と
して


